
【１月・１歳児・高月齢】 ほいくのおまもりプラス

Ａさん（高月齢／男児／活発）
（２歳９カ月／４月生まれ）

Ｂさん（高月齢／女児／活発）
（２歳８カ月／５月生まれ）

Ｃさん（高月齢／男児／静か）
（２歳７カ月／６月生まれ）

Ｄさん（高月齢／女児／静か）
（２歳６カ月／７月生まれ）

子どもの姿

１．泣いて登園する日が多かったが、保育者に
抱っこされながら思いを受け止められることで
少しずつ落ち着き、遊びを見つけることができ
た。
２．玩具の取り合いなどのトラブルでは、怒って
泣きながらも、「だめ」「あとで」など言葉で思い
を表現しようとしていた。
３．本児や母の体調不良により、欠席が多かっ
た。

１．上着の着脱の際に、ファスナーの上げ下げ
やボタンかけを自分でやりたがり、保育者の援
助も嫌がることがあった。
２．新しい絵本を気に入り、保育者にくり返し読
んでもらっていた。
３．寒さから排尿間隔が短くなり、漏らしてしま
うことがあった。

無料版：２名分
↓

有料版の
"おまもりプラス"

は12名分が

閲覧＆DL可能！

ねらい
１．安心感を持って生活する
２．自分なりの言葉で思いを表現し、伝わる喜
びを感じる

１．簡単な着脱を自分でしようとする
２．絵本を通じたやり取りを楽しむ

内容

１．保育者に思いを受け止めてもらうことで気
持ちを切り替え、好きな遊びを見つける。
２．保育者や友だちとままごとを楽しむ中で、簡
単な言葉で自分の思いやしてほしいことを伝え
る。

１．難しい部分を保育者に手伝ってもらいなが
ら、上着のファスナーを上げたり、ボタンをかけ
ようとする。
２．絵本に出てくる言葉や表現をまねしたり、保
育者や友達とイメージを共有することを楽し
む。

環境構成
配慮
援助

１．登園時に保護者と離れたがらないときは、
気持ちを切り替えやすいように好きな絵本や玩
具を見せたり、「今日は何をして遊ぼうね」「ど
こへ行こうね」など、活動に期待を持てる声か
けをする。生活や遊びの中で情緒不安定な様
子が見られるときは、落ち着くことができるよう
に本児の背中をさすったり抱っこをしながら、
「○○なんだね」と思いを言葉にしながら寄り添
う。
２．保育者も遊びに入って生活の再現を楽しむ
中で、「今日のご飯は何にしよう？」「これくださ
い」など言葉でのやり取りを促す。子ども同士
の関わりを見守り、トラブルに発展しそうなとき
や、思いがうまく伝わらない様子が見られると
きは、丁寧に言葉を補って仲立ちする。

１．自分でできたという感覚を味わうことができ
るよう、時間がかかっても見守り、できた部分
は見逃さずにほめ、難しい部分は後ろからさり
げなく手を添えて援助する。ファスナーは壊れ
やすいので、丁寧に上げ下げを行えるように、
保育者が見本を示しながら「そっと上げるよ」と
わかりやすく伝える。
２．季節や興味に合った絵本を用意し、本児が
自ら選び取れるよう、手の届く場所に配置す
る。保育者と一対一で楽しむだけでなく、友だ
ちを交えて一緒に読む機会も作り、くり返しの
言葉や動きをまねする面白さを共有できるよう
にする。

食事

・食べ始めは意欲的なので、苦手な物もバラン
スよく食べ進められるように、「こっちのおかず
はどんな味かな」と声をかけながら見守る。
・友だちや保育者と話すことに夢中になってい
るときは、楽しさを受け止めつつ、「食べ終わっ
たらお話を聞かせてね」「次はどれを食べよう」
と伝え、食事に意識を戻せるようにする。

・苦手な食材を自分で食べてみようとする姿を
見逃さず、「自分で食べるんだね」「見ているか
らね」と言葉をかけて励ます。
・皿に残った食材をきれいに集めようとする姿
を見守るとともに、「手伝って」と頼まれたときに
はすぐに応え、安心感を持って自立に向かえる
ようにする。

家庭の連携

３．園やクラスでの感染症の発生状況を共有
し、本児にも体調の変化が見られたときは速や
かに伝え、悪化を防ぐ。
・年末年始の疲れが見られるときは、無理せず
ゆったりと過ごせるように配慮しつつ、家庭と
密に様子を伝え合い、生活リズムを整えてい
く。

３．家庭からは着替えと体を拭くタオルを多め
に持参してもらうとともに、園では気温や活動
に応じて布パンツからオムツに履き替える提案
を行い、本児の意思を尊重しながら快適に過
ごせるようにする。
・本児の「自分でやりたい」という意欲を十分に
満たせるように、着脱しやすい衣服での登園に
協力してもらう。

評価・反省

１．休み明けは登園時に泣く日が続いたが、生
活リズムが戻るとともに少しずつ落ち着き、泣
かない日も増えた。今後も本児の不安な気持
ちに寄り添った対応をしていく。
２．ままごとや買い物ごっこを通じて、「これくだ
さい」「ありがとう」など、言葉でのやり取りを楽
しむことができた。友だちと関わる姿もよく見ら
れたので、保育者が介入し過ぎないように配慮
しながら見守る。

１．毎日行う中でファスナーの上げ下げには慣
れてきたが、ボタンかけはまだ難しく、援助が
必要だった。ボタンかけを楽しめる手作り玩具
で遊びながら、慣れていけるようにする。
２．節分の歌絵本を気に入り、保育者や友だち
と一緒に「鬼のパンツ」を歌いながらくり返し読
んでいた。行事が済んだら絵本を片づける予
定だが、子どもの様子に合わせて引き続き出し
ておき、表現活動やリズム遊びに活用したい。

子どもの姿の１，２は『内容／ねらい／環境構成・配慮・援助』、３は『家庭との連携』と連動しています。
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